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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期
第２四半期
連結累計期間

第22期
第２四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 26,017,883 21,186,985 49,380,444

経常利益又は経常損失（△） （千円） 197,218 △412,668 168,061

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 117,032 △272,250 72,098

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 116,715 △324,981 49,510

純資産額 （千円） 3,649,240 2,829,086 3,267,809

総資産額 （千円） 21,600,995 18,355,850 19,469,674

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 63.61 △161.47 40.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 63.21 － 40.22

自己資本比率 （％） 16.9 15.4 16.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,101,701 2,473,918 2,870,589

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △27,619 △6,894 36,169

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △590,837 △1,585,651 △872,956

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,838,086 5,721,377 5,254,173

 

回次
第21期
第２四半期
連結会計期間

第22期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額　

（△）

（円） 55.95 △132.24

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第22期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

４．当社は、平成27年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失

金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、緩やかに景気が上向いている米国経済が世界経済を引き続き

牽引しているものの、景気の減速が続く中国経済や、英国のＥＵ離脱の影響とテロや難民問題等を抱えた欧州経済

の不振を受け、回復への道筋が不透明なままに推移しております。

日本経済につきましても、為替相場の円高への急速なシフトが自動車を中心とした輸出産業に打撃を与えると

ともに、折からの熊本地震によるサプライチェーンへの影響が生産体系にも影響を与え、総じて回復感のない状況

が続いております。

当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、中国向け電子部品の輸出の不調が続く中、国内

大手自動車メーカの生産調整や熊本地震による影響と急速な為替変動により企業収益を圧迫しました。

このような情勢の下、当社グループは、産業用の液晶と電子機器を中心とした高採算ビジネスの営業活動に注

力いたしましたが、自動車メーカの生産調整や急速な為替変動などにより、業績は売上・利益共に前年を大きく下

回る結果となりました。

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は211億86百万円（前年同四半期比18.6％減）、営業損失は１億70

百万円（前年同四半期は営業利益３億15百万円）、経常損失は４億12百万円（前年同四半期は経常利益１億97百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は２億72百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益１

億17百万円）となりました。

品目別では、液晶分野は第１四半期に引続き車載機器向け液晶やモニタ向け液晶を中心に大きく減少し、売上

高110億11百万円（前年同四半期比16.4％減）となりました。半導体分野は、アミューズメント向けＣＰＵが好調

であったものの、液晶用のドライバＩＣやメモリの販売不振により、売上高64億34百万円（前年同四半期比30.4％

減）となりました。電子機器分野は、前年に引続き異物検出器や産業用機械向け電子部品が堅調に推移し、売上高

27億17百万円（前年同四半期比2.0％減）とほぼ横這いとなりました。その他分野は、売上高10億22百万円（前年

同四半期比24.0％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　当第２四半期連結累計期間は、中堅顧客向けの異物検出器や産業機器向けの電子部品が堅調に推移しましたが、

車載機器向け液晶や半導体の為替変動による影響が大きく、売上高は200億77百万円（前年同四半期比16.5％

減）、セグメント損失２億10百万円（前年同四半期はセグメント利益３億12百万円）となりました。

（海外）

　当第２四半期連結累計期間は、半導体分野の売上高の減少により、売上高は11億９百万円（前年同四半期比

43.8％減）となりました。また、各拠点のビジネスの不調により収益は悪化し、セグメント利益は９百万円（前年

同四半期比36.2％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

①　資産

　総資産は183億55百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億13百万円(5.7％)減少しました。主な要因は、商

品が14億82百万円（26.7％）、受取手形及び売掛金が13億54百万円(16.9％)減少したこと、電子記録債権が11億

29百万円（－％）、現金及び預金が４億67百万円（8.9％）増加したことによるものであります。

 

②　負債

　負債は155億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億75百万円(4.2％)減少しました。主な要因は、有利

子負債が20億６百万円(16.2％)減少したこと、買掛金が10億97百万円（30.7％）、その他の流動負債が２億47百

万円(190.1％)増加したことによるものであります。

 

③　純資産

　純資産は28億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億38百万円(13.4％)減少しました。主な要因は、利

益剰余金が３億39百万円(18.0％)減少したこと及び自己株式を45百万円取得したことによるものであります。

 

④　経営指標

　流動比率は商品、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ4.1ポイント減少し175.8％と

なりました。自己資本比率は、利益剰余金の減少による純資産の減少等により、前連結会計年度末に比べ1.3ポ

イント減少し15.4％となりました。有利子負債対純資産比率は3.7倍となり、前連結会計年度末とほぼ同水準と

なりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは24億73百万円の資金の増加となりました。主な要因は、たな卸資産の減少

14億58百万円、仕入債務の増加11億99百万円があったことによるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、６百万円の資金の減少となりました。主な要因は、無形固定資産の取得

による支出８百万円があったことによるものであります。

　以上の結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリー・

キャッシュ・フローは24億67百万円の資金の増加となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、15億85百万円の資金の減少となりました。主な要因は、長期借入れによ

る収入19億６百万円がありましたが、長期借入金の返済による支出19億45百万円、短期借入金の純減額13億30百万

円、社債の償還による支出85百万円があったことによるものであります。

　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は57億21百万円となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発費は、発生しておりません。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,400,000

計 6,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,841,200 1,841,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,841,200 1,841,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成28年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
 

- 1,841,200 - 993,136 - 673,636
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

貝塚　進 東京都練馬区 202,800 11.01

城下　保 神奈川県横浜市青葉区 140,800 7.65

河合　優 東京都目黒区 84,000 4.56

シンデンハイテックス社員持株会 東京都中央区入船３丁目７－２ 68,700 3.73

ＢＮＹ　ＧＣＭ　ＣＬＩＥＮＴ　Ａ

ＣＣＯＵＮＴ　ＪＰＲＤ　ＡＣ　Ｉ

ＳＧ　（ＦＥ－ＡＣ）

（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

ＰＥＴＥＲＢＯＲＯＵＧＨ　ＣＯＵＲ

Ｔ　１３３　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥ

Ｔ　ＬＯＮＤＯＮ　ＥＣ４Ａ２ＢＢ　Ｕ

ＮＩＴＥＤ　ＫＩＮＧＤＯＭ

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

34,500 1.87

齋藤　敏積 東京都西東京市 33,200 1.80

ケーエス興産有限会社 東京都練馬区石神井町６丁目１８－１９ 32,000 1.74

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 29,200 1.59

鈴木　淳 千葉県白井市 29,000 1.58

有限会社ポーソン 横浜市青葉区あざみ野１丁目１２－１３ 25,600 1.39

計 － 679,800 36.92

（注）当社は、自己株式が186,500株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合10.13％）ありますが、上記大株主から

は除外しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　186,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,654,400 16,544 －

単元未満株式 普通株式　　　　300 － －

発行済株式総数 1,841,200 － －

総株主の議決権 － 16,544 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

シンデン・ハイテックス

株式会社

東京都中央区入船

３丁目７－２
186,500 － 186,500 10.13

計 － 186,500 － 186,500 10.13

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役副社長 － 取締役副社長
戦略事業推進本部長

兼海外営業本部長
鈴木　　淳 平成28年７月１日

専務取締役 管理本部長 常務取締役 管理本部長 齋藤　敏積 平成28年７月１日

専務取締役 特別営業本部長 常務取締役 特別営業本部長 富澤　　彰 平成28年７月１日

常務取締役 西日本営業本部長 取締役 西日本営業本部長 西本　順一 平成28年７月１日

常務取締役 販売推進企画本部長 取締役 販売推進企画本部長 内藤　義之 平成28年７月１日

取締役

東日本第二営業本部長

兼戦略事業推進本部長

兼海外営業本部長

取締役 東日本第二営業本部長 飯沼　康宏 平成28年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,269,179 5,736,383

受取手形及び売掛金 8,020,594 6,666,201

電子記録債権 － 1,129,302

商品 5,544,119 4,061,709

その他 465,849 555,298

貸倒引当金 △20,832 △2,290

流動資産合計 19,278,910 18,146,603

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 4,194 3,731

その他（純額） 8,679 7,231

有形固定資産合計 12,874 10,963

無形固定資産   

ソフトウエア 4,743 16,316

その他 1,311 1,311

無形固定資産合計 6,054 17,628

投資その他の資産   

差入保証金 157,455 173,075

その他 14,381 7,581

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 171,834 180,654

固定資産合計 190,763 209,246

資産合計 19,469,674 18,355,850

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,580,466 4,678,105

短期借入金 3,169,243 1,567,153

1年内返済予定の長期借入金 3,590,124 3,503,230

1年内償還予定の社債 175,000 130,000

未払法人税等 16,587 7,045

賞与引当金 57,764 57,612

その他 130,207 377,745

流動負債合計 10,719,394 10,320,892

固定負債   

社債 190,000 150,000

長期借入金 5,260,014 5,027,107

退職給付に係る負債 22,168 21,196

その他 10,287 7,567

固定負債合計 5,482,470 5,205,872

負債合計 16,201,865 15,526,764

純資産の部   

株主資本   

資本金 993,136 993,136

資本剰余金 673,636 673,636

利益剰余金 1,884,246 1,544,416

自己株式 △335,191 △380,569

株主資本合計 3,215,828 2,830,619

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 43,804 △8,706

その他の包括利益累計額合計 43,804 △8,706

非支配株主持分 8,176 7,172

純資産合計 3,267,809 2,829,086

負債純資産合計 19,469,674 18,355,850
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 26,017,883 21,186,985

売上原価 24,680,146 20,391,717

売上総利益 1,337,737 795,268

販売費及び一般管理費 ※ 1,022,173 ※ 966,058

営業利益又は営業損失（△） 315,563 △170,790

営業外収益   

受取利息 1,503 2,313

仕入割引 9,599 9,380

雑収入 5,439 －

その他 8,477 5,317

営業外収益合計 25,019 17,010

営業外費用   

支払利息 74,633 63,678

債権売却損 18,912 15,946

支払手数料 23,584 17,189

為替差損 12,072 160,625

その他 14,162 1,449

営業外費用合計 143,365 258,888

経常利益又は経常損失（△） 197,218 △412,668

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
197,218 △412,668

法人税、住民税及び事業税 98,915 4,326

法人税等調整額 △19,628 △145,527

法人税等合計 79,287 △141,201

四半期純利益又は四半期純損失（△） 117,930 △271,466

非支配株主に帰属する四半期純利益 898 783

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
117,032 △272,250
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 117,930 △271,466

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 38 －

為替換算調整勘定 △1,253 △53,514

その他の包括利益合計 △1,214 △53,514

四半期包括利益 116,715 △324,981

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 115,939 △324,761

非支配株主に係る四半期包括利益 776 △220
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
197,218 △412,668

減価償却費 4,503 3,067

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △491

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,365 181

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △417 2,086

受取利息及び受取配当金 △1,505 △2,313

支払利息 74,633 63,678

為替差損益（△は益） △13,135 △121,571

支払手数料 23,584 17,189

株式公開費用 38 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,411,877 134,285

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,116,979 1,458,863

前渡金の増減額（△は増加） 176,985 △14,160

仕入債務の増減額（△は減少） 965,322 1,199,871

その他 486,745 204,733

小計 2,227,238 2,532,752

利息及び配当金の受取額 892 2,330

利息の支払額 △79,426 △63,546

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △47,002 2,381

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,101,701 2,473,918

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,081 △1,090

無形固定資産の取得による支出 － △8,362

投資有価証券の取得による支出 △20 －

短期貸付けによる支出 △35,700 －

その他 9,182 2,557

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,619 △6,894

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △1,378,477 △1,330,200

長期借入れによる収入 2,773,900 1,906,000

長期借入金の返済による支出 △1,595,659 △1,945,693

社債の償還による支出 △247,500 △85,000

株式の発行による収入 2,740 －

自己株式の取得による支出 △21,047 △45,469

配当金の支払額 △82,726 △67,029

非支配株主への配当金の支払額 △898 △783

株式公開費用の支出 △11,800 －

その他 △29,367 △17,476

財務活動によるキャッシュ・フロー △590,837 △1,585,651

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,597 △414,167

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,491,842 467,203

現金及び現金同等物の期首残高 3,346,244 5,254,173

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,838,086 ※ 5,721,377
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

 

（追加情報）

　　　　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　　　　　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１.　保証債務

　　 他の会社の仕入債務に対し、保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

エスディーデバイス（株） 328,577千円 －千円

 

エスディーデバイス（株）は平成28年５月にクラショウ貿易（株）に社名を変更しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

給料及び手当 368,795千円 350,047千円

賞与引当金繰入額 70,433 56,478

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 4,903,091千円 5,736,383千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △65,005 △15,005

現金及び現金同等物 4,838,086 5,721,377
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月23日

定時株主総会
普通株式 82,791 90  平成27年３月31日 平成27年６月24日 利益剰余金

（注）当社は、平成27年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。平成27年６月23日定時株主

総会決議については当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

 

２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 67,580 40  平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 24,044,067 1,973,816 26,017,883 － 26,017,883

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,278,395 296,109 1,574,504 △1,574,504 －

計 25,322,462 2,269,925 27,592,387 △1,574,504 26,017,883

セグメント利益 312,087 14,630 326,718 △11,154 315,563

（注）１．セグメント利益の調整額は、未実現損益の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 20,077,308 1,109,677 21,186,985 － 21,186,985

セグメント間の内部売上高

又は振替高
703,267 534,686 1,237,954 △1,237,954 －

計 20,780,576 1,644,363 22,424,940 △1,237,954 21,186,985

セグメント利益又は損失（△） △210,624 9,330 △201,293 30,503 △170,790

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、未実現損益の消去等によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日

至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日

至　平成28年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
63円61銭 △161円47銭

　 （算定上の基礎）   

　　 親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額　

（△）（千円）

117,032 △272,250

　　 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　　 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）

117,032 △272,250

　　 普通株式の期中平均株式数（株） 1,839,872 1,686,098

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 63円21銭 －

　 （算定上の基礎）   

　　 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

　　 普通株式増加数（株） 11,495 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

　（注）１．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存

在するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

２．当社は、平成27年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純

損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月９日

シンデン・ハイテックス株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　健

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 瀧口　英明

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンデン・ハ

イテックス株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28

年７月１日から平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、

四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シンデン・ハイテックス株式会社及び連結子会社の平成28年９月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

  告書提出会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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